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本文

2026年８月14日

各　位

会 社 名 テスホールディングス株式会社

代表者名 代表取締役社長　山本　一樹

（コード：5074　東証プライム）

問合せ先 執行役員管理本部長　平倉　正章

（TEL：06-6308-2794）

中期経営計画における費用計上区分の組替についての補足資料に関するお知らせ

　当社は、2024年８月14日に公表した「TX2030　TESS Transformation 2030 / TESSグループ 中期経

営計画（2025-2030）」における売上総利益計画につきまして、「バイオマス燃料事業」にかかる事

業運営関連費用の計上区分を販売費及び一般管理費から売上原価へ組み替えたことに関する補足資料

を作成いたしましたので、お知らせいたします。

　なお、詳細につきましては、添付資料をご参照ください。

以上
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中期経営計画における費用計上区分の組替について

まとめ
・中計策定時の想定とその後の会計処理の違いにより、一部の売上原価計画と販管費計画を組替

・当該組替は、費用の計上区分の変更であり、営業利益・ROE/ROICの計画、成長戦略に変更なし

2027年６月期 計画 2030年６月期 計画

売上総利益（中計策定時） 132億円 215億円

売上総利益 110億円 187億円

差異 △22億円 △28億円

営業利益（変更なし） 64億円 134億円

売上総利益の見え方は変わるものの
営業利益・ROE/ROICの計画、成長戦略に変更なし
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中計策定時の想定
「バイオマス燃料事業」にかかる事業運営関連費用は、販管費として計画を策定
一方、ミルフィーユ図は当該事業の利益実態を示す観点から、販管費を差し引いた営業利益に置き換えて表現

会計処理 「バイオマス燃料事業」にかかる事業運営関連費用は、販管費から売上原価への組替を実施

中期計画 変更無しミルフィーユ図（中期経営計画P.３）
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